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この研究の背景
近年、大腸がんの持病率が高くなっています。そこ

で、私たちは大腸がんを予防する食品「ケフィア」に
注目しました。ケフィア株式会社に問い合わせてみる
と、「ケフィアのもととなる菌の培養には他の発酵乳
に比べて3倍以上の時間がかかる」と分かりました。そ
のため、ケフィアの増殖速度を上げるにはどうすれば
よいのかを調べることにしました。先行研究から、乳
酸菌の培養を促進するものとして、βグルカンとパイ
ナップルの匂いがあることが分かりました。そのため、
βグルカンを含む「大麦」の粉末と、パイナップルの
匂いを含む「パイナップル」の粉末を投与したとき、
増殖速度は大きくなるかを実験することにしました。

大麦の粉末やパイナップルの粉末をケ
フィアグレインに投与することは、ケ
フィアグレインの増殖速度を上げること
につながるかを明らかにすることです。

・2000年以上前から存在
・コーカサス地方が起源
・乳酸菌と酵母による共生発酵
・がんの予防につながる
・「ケフィアグレイン」という菌
がもととなる。
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助け合っている。

①大麦やパイナップルの粉末の投与は増
殖速度を上げる効果がある。
②大麦よりパイナップルの粉末のほうが
増殖速度を上げる効果が大きい。
③パイナップルの投与量を2倍にすると、
増殖量も2倍になる。
④粉末を多く入れると粉末が水分をすっ
てしまうため、投与できる粉末の量には
限度がある。

▲共生発酵とは

粉末の量を変えて、実験を3つ行いまし
た。それぞれ、1週間培養しました。
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⇒結果①と②
が分かりまし
た。

⇒結果③
が分かり
ました。

実験3
種菌、牛乳の量は実験1や2と同じ質量に

しました。パイナップルの粉末の量が、0g、
5g、10g、15gのものを用意して、実験しま
した。しかし、質量は変わっていませんで
した。粉末が水分をすってしまい、ケフィ
アグレインが増殖できなかったのではない
かと考えました。

⇒結果④
が分かり
ました。

A=種菌2g、牛乳20g

対象①
Aのみ

対象②
A+大麦2g

対象③
A+パイン2g

対象(1)
A+パイン2g

対象(2)
A+パイン4g

投与できる粉末の量には限度がある(結果④)
ということが分かりました。そのため、次回
は、大麦やパイナップルの液体を投与してみ
たいと思います。

今後の展望


